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1 ．はじめに


















も 緊 張 しないまでにはなりました。 2 月 からはマ
レーシアに行くメンバー 3 人で集まり，週に １ 回の
ペースで英語の勉強会を始めました。１00casesとい





















































　イスラム文化は本当に新鮮でした。クラスメイトと一緒にペナン島に 2 泊 3 日に旅行に行ったのですが，
朝起きてから夜寝ている時までずっと一緒にいるので，イスラム文化にどっぷりと浸かることが出来まし
た。イスラム教徒は一日に五回メッカの方角に向かってお祈りをするのですが，これは日本では経験するこ
とがなくとても新鮮でした。旅行中でも，決まった時間になればモスクに寄ってお祈りをします。朝 １ 番の
お祈りは寝室で行われたので，実際にお祈りしている姿を生で拝見することが出来，なんとも不思議な気持
ちになりました。日本では決して経験できない経験でした。また，有名な，豚とアルコールの禁止以外にも，
女性は家族以外の男性に肌を見せてはいけない，男女が肌を触れ合うことはいけない，犬も触れてはいけな
いなど厳格な決まりがしっかり守られており，異文化を肌で感じてきました。現地の学生にとっても，日本
の文化は面白いらしく，現地の学生と文化の違いについて話し合うのはお互いに新鮮で楽しかったです。
8 ．最後に
　今までの人生で最も濃い三週間といっても過言ではないくらい，とても充実した三週間でした。毎日が新
しい経験ばかりで，苦難と驚きとわくわくの連続でした。日本とは全く違う環境で，異なる文化を持つ人々
と過ごすことはとても刺激的で，また日本を離れてみて初めて日本の良さを強く実感しました。
　また自分の未熟さと英語力のなさを痛感したと同時に，自分が積極的に発言できること，英語は上手くな
いけどコミュニケーション能力は意外と高いことという自分の良いところに気づけました。
　今回の実習を通し，勉強面，それ以外の面でもモチベーションを高く保つための，新たな目標の定めるこ
とができました。
　今回の実習にあたり，ご尽力くださった山城清二教授をはじめ，海外選択実習を支えてくださった多くの
方々に，このような機会を与えてくださり，心から感謝いたします。ありがとうございました。
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